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科学技術分野の未来を拓く－高専における男女共同参画－  
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文部科学省科学技術人材育成費補助事業  

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）を開始しました 

 高専機構では、男女共同参画推進室を中心に平成22年度以降数値目標を掲げ全国高専の男女共同参画

の推進と女性教職員の職場・研究環境改善を精力的に進めてまいりました。さらに、平成24年度から3

年間実施された文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」では、女性研

究者のワーク・ライフ・バランスへの支援を中心に、女性教員の研究活動支援の取り組みを積極的に

行って参りました。 

 平成27年度には、新たに文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニ

シアティブ（特色型）に採択され、さらに幅広い支援事業を展開することを考えております。この事業

は、3年間の直接補助期間を含め6年間をかけて、ライフイベントによる研究の中断や停滞を様々な形で

支援し、また研修等を通して高専の女性研究者の増加や研究活動の活性化を図り、さらには女性の上位

職登用を促進することを目的としたALL KOSEN女性研究者支援総合プログラムです。 

1つ1つの高専の規模は小さく経費にも余裕がない現状を打開し、高専のスケール性を活かした多角的な

支援を提供し、女性研究者が生き生きと研究教育活動に取り組むことが出来る環境をつくるべく努力し

てまいりますので、今後とも、皆様のご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

事業取組責任者 藤木なほみ 

（仙台高等専門学校教授） 

（平成28年4月16日付けで男女共同参画推

進室長（併任）に就任）  

 
 

高専機構のスケールメリットを活かし、高専女性教員特有なニーズに応える取組を展開 

 男女共同参画推進室に「All KOSEN女性研究者支援オフィ
ス」を設置し、高専女性研究者（以下、研究者を「教員」とい
う。）特有なニーズに応える様々な取組を展開します。オフィ
スには、専任のコーディネーターを配置し、女性教員のニーズ
をくみ取った具体的かつ有効な支援にあたります。また、全国
高専及び技科大を拠点に活動する研究アドバイザーを委嘱し
て、競争的資金獲得や研究の再構築支援、共同研究のマッチン
グ等、女性教員の研究活動に必要とされるきめ細かなサポート
を行います。 

 事業における達成目標（平成32年度末まで） 

■女性教員新規採用比率 25.0％                 

■女性教員在職比率   11.3％ 

■上位職比率      10.2％ 

＜上位職目標＞ 

女性校長     1名以上 

教授      5.5％ 

准教授・講師  14.4％ 

 「All KOSEN女性研究者支援オフィス」を、平成27年10月1
日に設置し、平成28年4月1日付けで事業を担当するコーディ
ネーターを配置しました。 

 本事業に関する問合せは下記へお願いします。 

 

(1) 博士号を持たない女性を期限付きの助教で雇用し、雇用期間中に学位取得の支援及び高

専研究者としての育成を行う「めざせ高専研究者の道」プログラムを実施します。 

(2) 機構のスケールメリットを活かし、育児・介護等のライフイベントが生じ、配偶者や親

と同居（近居）するため転居することが必要となった教員に対し、高専間人事交流による支

援を行う55キャンパス活用同居支援プログラムを実施します。 

(3) 女性教員等のライフイベントと教育研究活動の両立への理解を深めるため、男女共同参

画への意識啓発に取り組みます。 

ダイバーシティ研究環境整備・女性研究者裾野拡大の取組 

(1) 研究意欲があるにもかかわらず、育児や介護等のライフイベントで研究活動が滞ってい

る女性教員に対して、研究費と研究アドバイザーによる研究活動への復帰支援を行うRe-

Start研究支援プログラムを実施します。 

(2) 科学研究費などの外部資金の獲得を推進するため、主に女性教員を対象とした外部資金

獲得支援研修や研究倫理に関する研修などを実施します。 

(3) 育児や介護等で、研究に十分な時間を確保することが難しい女性教員等に対して、研究

補助業務に従事する研究支援員の配置を行う研究支援員配置制度を実施します。 

(4) 女性教員間のネットワークの構築とそれぞれの研究促進のための連携強化を図る女性研

究者交流会を開催します。 

女性研究者の研究力向上のための取組 

 女性教員の上位職（教授、准教授・講師）への登用を促進させるため、女性教員比率向上

のためのポジティブ・アクションの運用・活用による女性教員採用比率の向上を図るととも

に、女性教員を対象として女性が管理職になる上で必要なマネジメント能力や具体的業務内

容等の研修を行う管理職研修など計画的な上位職登用を促す女性登用促進プログラムを実施

します。また、女性の校長への登用を実現するための取組を実施します。 

女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取組  

 All KOSEN女性研究者支援オフィス設置 

【問合せ先】 

 All KOSEN女性研究者支援オフィス 

 E-mail  j-office@kosen-k.go.jp TEL 042-662-3172 



 

「女性研究者研究活動支援事業」の事後評価で「Ｓ」評価を受けました 

女性研究者研究活動支援事業は、女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育て・育児・介護等のライフイベントと研究を両

立するための環境整備を行う取組を支援することを目的として、文部科学省が平成23年度から実施したプログラムの一つです。本機構は、平成

24年度に採択を受け、平成26年度までの3年間、女性研究者（以下、研究者を「教員」という。）のワーク・ライフ・バランスへの支援を中心

に、ライフイベント中の女性教員等への研究支援員配置による研究活動支援や女性教員のネットワーク構築支援などの研究環境改善に取り組み

ました。 

事業終了後の文部科学省による事後評価（平成27年度）が行われ、機構の取組は、高い評価を受け、総合評価「Ｓ」を得ることができまし

た。機構本部と全国の各高専が連携して事業に取り組み、女性限定公募、女性教員採用へのインセンティブ付与、研究支援員の配置、女性教員

ネットワークの構築、メンター制度やキャリア形成支援など、さまざまな取組を着実に実施したことが高く評価されました。 

２ 

 事業期間中、各高専の校長等管理職をはじめとする意識改革の取組やポジティ

ブ・アクションの実施、各高専における女性教員の採用・登用計画の策定など各

高専と機構本部が連携した取組で目標を達成することができました。機構におい

ては、科学技術分野への女性の参画は喫緊の課題でありましたが、本事業に採択

されたことは、男女共同参画への取組を飛躍的に加速させる強力な後押しとなり

ました。 

自己評価 

文部科学省科学技術人材育成費補助事業  

全国女性教員ネットワーク構築支援 

★女性研究者交流支援システム★ 
 全国の女性教員がオンラインで相互に交流を図り、情報の

提供、共有、意見交換を促進する「女性研究者交流支援サイ

ト」開設しました。オンラインでつながるコミュニティサイ

ト動画配信、コミュニティページで情報共有、共同研究の呼

びかけ、悩み相談等を会員ページで実施し、オンラインでの

ネットワーク構築が進みました。 

 全国に点在する高専を有する機構の特質を踏まえ、オンラインとオフラインを組

み合わせ、メンター機能も兼ねる交流の場を提供することを目的として、「女性

研究者交流会」の開催、「女性研究者交流支援サイト」の運営・支援を行いまし

た。 

★女性研究者研究交流会★ 
 女性教員の教育研究活動の活性化及び学校や専門領域を

超えたネットワーク形成を支援することを目的として、女

性教員の研究発表等を中心とした「女性研究者研究交流

会」を開催しました。研究発表の他に基調講演やパネル

ディスカッションを企画し、多様なロールモデルとなる講

師をパネリストに迎え、女性教員の継続的研究や仕事と家

庭の両立という共通のテーマを中心に議論を深めることも

できました。交流会を通してface to faceのネットワーク

を構築するほか、そこでの交流が科研費申請・獲得につな

がった等、交流の広がりや波及効果が現れはじめました。 

研究支援員の配置による研究活動支援 

 出産・育児・介護等のため、研究に十分な時間を確保することが困難な女性教

員等に対して、研究補助業務に従事する研究支援員を配置し、活発な研究活動を

展開できるよう支援しました。利用者の半数近くが外部研究資金を獲得するな

ど、研究活動の活性化が図られました。また、高専教員を志望するポスドクの研

究支援員が高専の非常勤講師に採用されたり、日本学術振興会特別研究員に内定

するなど、研究支援員のキャリアパスにつながる事例もあり、研究者の裾野拡大

にも寄与することができました。 

研究支援員配置制度に係るアンケート調査（利用による効果について） 

n=23 

その他の意識醸成など 

＜主な取組＞ 

・女性教員のキャリア形成支援ワークショップの開催 

・男女共同参画に関するトップセミナーの開催 

・全国教務主事会議における男女共同参画に関する情報提供 

・『科学技術分野を拓くー高専における男女共同参画―』の作成 

・『育児・介護の支援ガイドブック』の作成 

・ニューズレターの発行 

・女性研究者のニーズ把握調査の実施 

 高専における男女共同参画とりわけ女性教員の育成支援に関しては、全国の校

長等管理職をはじめとする意識改革が必須の課題であり、本事業を通じて様々な

取組を展開しました。 

女性研究者比率の目標達成に向けた取組 

 本事業で掲げた目標を達成するための

方策として、「女性研究者比率向上のた

めのポジティブ・アクション」を策定

し、女性教員を採用した高専へのインセ

ンティブ付与、教員人員枠運用の弾力

化、教員公募における女性応募者を増や

す取組などを展開し、目標を上回る水準

で達成することができま

した。 

実施体制 

  機構本部事務局男女共同参画推進室「女性研究者支援オ

フィス」を開設し、コーディネーターとキャリアカウンセラー

を置き、諸事業を推進してきました。オフィスでは、ライフイ

ベント中の女性教員等への研究支援員配置による研究活動支援

や女性教員ネットワークの構築・運営、及び女性教員の研究環

境改善に向けて取組を推進してきました。 



３ 

 

外部資金獲得支援講習ワークショップを開催 

～プログラム～ 

10：00 開会挨拶 小畑秀文理事長 
10：10 取組報告 藤木なほみ教授（仙台高専） 
       「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」  
10：40 基調講演 「高専における男女共同参画の推進にむけて」  
     村松泰子氏（公益財団法人日本女性学習財団理事長／前東               
           京学芸大学長） 
11：40 施策説明 内山祐二郞本部事務局次長   
13：00 分科会（事例発表、ディスカッション） 

  第１分科会 事例発表：富山高専 
  第２分科会 事例発表：呉高専、高知高専 
  第３分科会 事例発表：函館高専、鈴鹿高専 

14：40 全 体 会（分科会報告）  
17：05 閉会挨拶 大島まり理事 

平 成 ２ ７ 年 度 男 女 共 同 参 画 推 進 協 議 会 を （ 独 ） 国 立 女 性 教 育 会 館 に て 開 催  

 「平成27年度男女共同参画推進協議会」が平成28年3月3日（木）

独立行政法人国立女性教育会館（埼玉県比企郡嵐山町）において開催

され、全国51校から各高専の男女共同参画取組責任者等54名が参加し

ました。 

 理事長の開会挨拶で始まり、仙台高専藤木教授による

女性研究者支援の機構での取組（文部科学省科学技術人

材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ

アティブ（特色型）」）報告後、基調講演、施策説

明、分科会が行われ、参加者からは「高等教育や高専

における男女共同参画の現状を再認識す

るよい機会となった」、「各校の具体的

な取組事例や実情を共有でき参考になっ

た」、「男女共同参画に携わる教職員の

ネットワークづくりに役だった」と感想

が寄せられ、男女共同参画推進の理解を

深める有効な機会となりました。 

小畑理事長に 
よる開会挨拶 

51高専の男女共同参画取組責任者が参加 

藤木教授に 
よる取組説明 

内山次長に 
よる施策説明 

ディスカッション（分科会） 

 取組報告、特別講演、施策説明後、女性教員比率向上、女子学生比率向

上及び女子学生のキャリア支援の３つの分科会に分かれ、各テーマに沿っ

た男女共同参画推進モデル校の取組事例発表とグループディスカッション

を行いました。 

★第1分科会（女性教員の比率向上） 
 女性教員を増やし，上位職や職域拡大をめざす能力育成

等キャリアアップ支援のあり方などを討議。各高専では、

ライフイベントを抱える教員への様々な配慮が行われてい

るが、ライフイベントで余儀なく辞職されるようなことを

防ぐには、理解ある人の厚意に頼るだけでなく、機構全体

で環境整備に取り組み、制度として作っていくことが大事

であることが報告されました。 

★第2分科会（女子学生の比率向上） 
 女子中学生の志願確保の方策等について討議。女子志願

者を確保するためには、保護者への理解を深めるための取

組や女子学生を活用した中学校へのアピールが必要で、特

に保護者へは出口（就職）をしっかりと説明することの必

要性、重要性が報告されました。 

★第3分科会（女子学生のキャリア形成支援） 
 女子学生が生涯にわたって技術者として活躍できるキャ

リア形成支援のあり方について討議。 女子学生への取組

では、教員の資質と学生の資質がマッチングした時に活動

がうまく展開できている、他の高専とネットワークがある

と女子学生に対する様々な取組ができているが、一方で、

女子学生のみのキャリア形成支援でいいのか、男女同じよ

うな取組を行うべきでないかとの課題が報告されました。 

特別講演「高専における男女共同参画の推進に向けて」 

 公益財団法人日本女性学習財団理事長の村松泰子氏（前東京学芸大学

長）より特別講演をいただきました。先生は長年メディア・教育とジェ

ンダーの分野の研究をするとともに実践的な活動を行ってこられたご経

験をもとに、日本の男女共同参画の現状や高等教育における男女共同参

画の推進方策等について述べられました。 

 「教育は既存のジェンダーを変革する働きがあるが、一方で教育の中

で既存のジェンダーを再生産する働きがある。ジェンダーの再生産は、

ほとんどが気づかずやっていることが多いので、

気づいてもらう、実態を知ってもらう、知っても

らうための情報提供を行っていくことが大切であ

る」とのメッセージをいただきました。 

※村松理事長より、本講演に先立ち、日

本女性学習財団が発行している月刊誌

「We learn」（2月号）（特集「共生社

会に歩む男たち）と「関係づくりの難し

さ“ラクラク”超える」が寄贈されました

ので、協議会の配布資料としました。 

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型） 

 平成28年1月及び3月にダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

（特色型）における女性研究者の研究力向上支援の一環として、長岡技

術科学大学技術開発センター長の斎藤秀俊教授を講師に、科学研究費等

外部資金の獲得を推進するため、研究テーマの設定や申請書の書き方な

ど、より実践的・実際的なワークショップ形式の外部資金獲得支援講習

会を実施しました。講習会は、3回シリーズで第1回目は「外部資金獲得

の基本」をテーマに 弓削商船（1月10日）、奈良高専（1月15日）、仙

台高専（1月25日）、群馬高専（1月27日）を会場に実施しました。2回

目（3月27日）は「外部資金獲得のための実践」、3回目（3月23日）は

「外部資金獲得のための演習」をテーマに、講師が所属する長岡技術科

学大学からのGI-net配信により実施しました。 

 本講習には、20高専から72名の教職員が参加されました。参加者か

らは、具体的事例を挙げての説明で大変に参考になったとの声が多く、

満足度の高い講習となりました。 

長岡技術科学大学 斎藤秀俊教授 



 

独立行政法人国立高等専門学校機構 男女共同参画推進室 
〒193-0834 東京都八王子市東浅川町701-2 
E-mail danjo@kosen-k.go.jp  TEL 042-662-3151 ４ 

 2015年度 高専女子フォーラム   

 女子学生へのキャリア教育の意識醸成、社会に向けた「高専女子ブラン

ド」の発信を目指し、平成25年度から全国各地区で実施されてきた高専

女子フォーラムが、最終年度の平成27年度は東北地区及び九州沖縄地区

で開催されました。また、近畿地区7高専主催の「高専女子フォーラム in 

関西」が開催されました。フォーラムでは、女子中学生・保護者に向け

て女子学生のポスター発表、企業の方からの発表及び女子学生による企

業に向けてのポスター発表を行いました。東北地区では、朝日新聞（宮

城版）にも紹介され、高専の女子学生の活躍に対する期待の高さがうか

がえるものとなりました。 

 平成27年度高専フォーラム ワークショップ等  

 平成27年8月26日（水）～28日（金）に東北大学（宮城県仙台市）に

おいて開催された「平成27年度全国高専フォーラム」において、女性教

職員の上位職登用の推進と女子学生の入学比率向上に向けた課題や問題

点を議論するワークショップ及びオーガナイズドセッションを開催しま

した。 

★ワークショップ「高専における女性教員の活躍躍進～女
性上位職登用を推進するためには～」 

 14高専及び長岡技術科学大学から計23名の参

加を得、富山高専学生主事の青山晶子教授か

ら、女性教員として直面した課題やそれに対す

る対応、管理職に登用された際の意識・考え方

の転換（適応）等についてお話しいただいた

後、グループディスカッションを行いました。

グループディスカッションでは、各校の現状や

取組について活発に情報交換がなされ、管理職

について具体的にイメージしやすいよう、管理

職の仕事内容や業務量、制度等段階的に責任あ

る立場を積み上げながら経験させること、女性

教職員が働き続けられるよう、ニーズを把握し

支援すること等が重要であることが改めて確認

されました。 

★オーガナイズドセッション「平成30年度 女子入学比率30％を達
成するために！」 

 25高専、長岡技術科学大学、金沢高専及び企

業から計43名の参加を得て、男女共同参画推進

モデル校4校による簡単な事例紹介や女子学生及

び女性教員が抱える具体的な問題や課題につい

ての話題提供後、グループディスカッションを

行いました。グループディスカッションにおい

て、女子中学生向け広報では、女子学生を広報

活動（出身中学校訪問やオープンキャンパス

等）に関わらせることが広報に有効であるこ

と、女子学生のキャリア教育では、学年に適し

た指導や女性教員を身近なロールモデルとして

示すことが重要であること、などが共有されま

した。 

富山高専 青山教授 

ディスカッションの様子 

ディスカッションの様子 

 W E L B O X を ご 存 知 で す か ？  

 文科省共済組合に加入している組合員は、WELBOX会員として、
様々な福利厚生サービスが会員割引料金で利用できます。 

★STAY&REFRESH 
 旅行やちょっとした遠出で心身リフレッシュを。国内外の旅行が会員特

別料金で申込み可能です。 

★LIFE SUPPORT 
 健康相談から育児、介護、ファイナンシャル情報まで、日々の暮らしに

役立つ豊富なメニュー満載です。必要なメニューが会員特別料金で申込み

可能です。また、各コンテンツ内にそれぞれのテーマに見合ったお役立ち

情報が掲載されています。（たとえば、「子育てナビwithクックパッドベ

ビー」、育児相談ダイヤル、「介護ナビ」etc..） 

詳しくは 

サイボウズ「教職員向け情報Web」 

 （共済関係情報がこちらへ一括掲載されています） 

「教職員共通」→共済組合→その他：文部科学省共済組合ＨＰ 

              http://www.monkakyosai.or.jp/ 

文科省共済組合 WELBOX 

「女性研究者交流会」の開催 

  日 時：８月２４日（水）１３：００～１７：００ 

  場 所：岡山大学創立五十周年記念館（予定） 

   みなさんの参加をお待ちしています！ 

※研究アドバイザーにも参加いただき、研究や教育、上位職

登用などフリーにディスカッションしていただくことを予定

しています。 

 ★高専女子フォーラム in 関西 開催：12月23日 近畿地区7高専主催 

 400名を超える参加者があり、たいへん盛況と

なりました。企業の方からは「元気よく礼儀正

しかったことが印象的。ビジョンと背景がしっ

かりしている。採用以外では学生の研究や生活

情報に接する機会がないため、とても参考に

なった」などの感想が寄せられました。 学生発表の様子 

（参加状況：企業関係者 85社174名、女子小中学生28名、保護者31名、
教育関係者66名、高専生115名） 

 ★高専女子フォーラム in 東北 開催：12月19日 代表幹事校：仙台高専 

 フォーラム初の試みとして、高専女子学生・

教職員と企業関係者が女性エンジニアのキャリ

ア形成について意見交換を行うワークショップ

を開催しました。複数のグループに別れ、10年

後のキャリアという課題に対し、女子学生も

様々なイメージで討論を行い、今後のキャリア

についてより深く考える機会となりました。 
ワークショップの様子 

（参加状況：企業関係者 69社155名、女子中学生31名、保護者41名、教
育関係者67名、高専生108名） 

 ★高専女子フォーラム in 九州沖縄 開催：平成28年3月21日 
                      代表幹事校：北九州高専 

 女子学生が企業の方々を前に堂々とポスター発
表を行い、「様々なことに熱心に取り組んでお
り素晴らしい」などと好評をいただきました。
また、企業からの49件の発表では、女性技術者
が活躍している姿や仕事と家庭の両立を支援す
る仕組みについての紹介があり、女子学生自身
のキャリアを考える貴重な機会となりました。  企業発表の様子 

（参加状況：企業関係者 66社133名、女子小中学生64名、保護者62名、
教育関係者84名、高専生108名） 


